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らに葉が根茎上に数 mm の突起となった段階でも確かめられた｡ これらの葉柄基部の構造がウラボシ科
のものと同じであることが,比較観察の結果から示されている｡
その他,根茎の解剖学的性質,鱗片の構造,脈理,表皮系の形態,胞子のうや胞子のう群の形態などに
ついても詳細で広範囲な比較観察をおこなっており,サジラン属の分類学的形質についての知見を飛躍的
に増しただけでなく,ウラボシ科とヒメウラボシ科の類縁関係を示すための傍証まで提出することになっ
た｡申請者は個々の形質を正確に観察し,その形質の分奨学的評価をより確かなものにするために,形質
の形成過程の観察をおこなったり,比較材料の数を拡大した りして,論点を正当化するための傍証を増し
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ていった｡それらを通じて,この属の系統分類学上の位置づけをおこなったこの研究は,申請者のすぐれ
た研究能力を示すものであるといえる｡
なお,参考論文で発表された研究成果には,主論文につながる多くの新らしい知見を含んだものと,植
物誌的研究に関するもので申請者の研究領域の広いことを示すものとがある｡
要するに,申請者の論文は植物分類学の分野の進歩に寄与するところが多く,理学博士の学位論文とし
て価値あるものと認める｡
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